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新聞の参加者 

 

竹山鉄工所トピックス ～専務が帰って来ました！！～ 

 

 長らく体調不良でダウンしていた専務が帰って来ました！！ 

 難病と診断されてから神経の麻痺やリハビリなど、大変な経験をされており 

 まさか、『あんなに健康体の専務が！？』と皆驚いていましたが 

 それ以上に、リハビリからの自宅療養への期間を病院の方が驚く速さで 

縮めたりと、新たな武勇伝を増やして帰って来られました。 

 もうお会いした方も、まだお会いしていない方も、ぜひご本人に闘病生活の 

お話も聞いてみてください。 
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ネックレス・ピアスを自社商品として製作し、お客様 

向けホームページに載せる写真撮影会がありました！

撮影風景を載せていきます！ 

最初に、商品単品での撮影をしました。😊 

撮影で社長の奥様と、金さんもモデルを

務めてくださいました。✨ 

興味あるかたは是非ホームページもご覧ください！✨ 

素敵な写真をたくさん 

撮っていただき、ありがとう

ございました！ 



            

 

 

 



            

金さんの韓国語 教室 

別れ際の基本の挨拶 

基本的な別れ際の挨拶は、「さようなら」ですが、見送る側と見送られる側で表現が異なります。 

 その場に留まって見送る側：안녕히 가세요.（アンニョンヒ カセヨ） 

 その場を去る見送られる側：안녕히 계세요.（アンニョンヒ ケサヨ）  

この2つの違いは、「가세요」と「계세요」の部分です。 

 「가세요」の原型は「가다」（カダ）［行く］という意味で、そこに「하세요」（ハセヨ）［～してください］が合わさって

できている言葉です。 

そのため、見送る側はその場を去る人に対して気を付けて行ってくださいという意味を込めて「안녕히 가세요」と言います。 

互いがその場を立ち去る場合は、お互い「안녕히가세요」を使います。 

『カンジャンケジャン』を食べずして、日本に帰ってはいけない 

日本人観光客が韓国で食べたいトップ 3に必ず入る                    

韓国料理の『カンジャンケジャン(ワタリガニの醤油漬け)』  

『カンジャンケジャン』は醤油ベースの韓国ダレに生のワタリガニを漬け込んだ韓国の伝統料理です。 

ソウルには『カンジャンケジャン』の専門店がいくつもあり、季節を問わず食べられますが、なかでも 

最近、行列ができる店として注目を集めるのが、汝矣島の中心部にある【花蟹堂（ファへダン）】です。 

こちらは昨年、発行された韓国初のミシュランガイドに掲載されてからというもの、常に予約でいっぱい

の人気店に。特にワタリガニが最もおいしいと言われるシーズンの 5月と 10月は、連日超満員だそうで

す。 

また【花蟹堂】の『カンジャンケジャン』を一度食べると、必ずリピーターになるそうで、海外からの常

連さんが多いのだとか。韓国人だけでなく外国人をもトリコにする【花蟹堂】の『カンジャンケジャン』

です。  

 

韓国のグルメ 

２泊３日で全部食べれるのかな？？ 
한국여행갈래? 
韓国旅行行く？ 



            

 


